
 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月２９日に収穫を終えた小麦は、約

６１６ha の一般きたほなみの粗麦推定

数量が約６万２千俵、１０ａあたり１

０．０２俵（製品推定数量は約５万６千

俵、１０ａあたり９．０２俵、製品推定

歩留り９０％) となっております。前年

と比べ粗麦数量は反収３．０９俵下回る

見込みとなっております。 

種子きたほなみについては、約４９ｈａで

粗麦推定数量が約５千２百俵、１０ａあたり

１０．４６俵（製品推定数量は約４千５百

俵、１０ａあたり９．２０俵、製品推定歩留８

７．９９％）となっており、前年と比べ粗麦数

量は反収２．７４俵、製品数量は反収３．０

１俵下回る見込みとなりました。 

８月１８日には、４年産種子小麦（き

たほなみ）の等級鑑定検査が札内農協

検査場で行われ、品位検査の結果、一等

級と評価されました。 
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馬鈴薯については８月１２日に本組合の坪堀り調査が行われました。結果を見ると、男爵

の規格内俵数は５１．７俵、メークインは４８．４俵、トヨシロは５４．０俵となっていま

す。ライマン価については、男爵は１３．９％、メークインは１２．６％、トヨシロは１３．

５％となっており、トヨシロの規格内俵数、ライマン価とメークインのライマン価は前年よ

り低くなりましたが、それ以外につきましては前年より高くなっております。 

でん粉原料用専用品種のコナヒメにつきましては、１０ａあたり総俵数が５２．８俵、ラ

イマン価１８．７％となり、総俵数が前年を下回るもののライマン価は前年を上回る結果と

なりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

廃プラ回収が、７月８日に当農協野菜集出荷セ

ンターにて行われました。ラップフィルム等の農

ビ・農ポリ、肥料袋やパックを組合員各自が自宅

でパック詰めした後、野菜集出荷センターに持ち

込み、担当職員が一つずつ確認しながらトラック

から降ろしていきました。 

回収された廃プラは約３３ｔで、主に㈱苫小牧

清掃社へ運び込まれ、再資源化され多方面で利用

されています。 

廃プラ回収は、毎年２回行われており、次回は

１１月中旬に行われる予定となっております。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

青年部主催の夏期スポーツ大会が、７月２日に

依田公園「俳句村コース」にて開催されました。 

新型コロナウイルス感染症の影響から３年ぶり

の開催となり、青年部員１８名、農協役員９名の

合計２７名が参加し、パークゴルフを行いました。 

 競技では、青年部員と農協役員の混合チームに

よる白熱したプレーが繰り広げられ、交流を深め

ることができました。 

 

 

 

 

 

不要農機具等の庭先回収が、８月１９日から２

４日の日程で実施されました。  

毎年この時期に、有限会社タナベの協力のもと

で農村環境美化のために使用不能になった農機

具や雑品等の回収を行っております。 

作業は事前に取りまとめを行い、申込みのあっ

た３８件の組合員宅へ回収業者が訪問し、回収品

の重量や積み合わせを確認しながらトラックへ

積み込みました。 

本年度は昨年度よりも申込件数・回収量も多い

結果となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


